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日吉台地下壕保存の会

会報
第46号
発行　日吉台地下壕保存の会
凝集　事務局

23横軒軒勤と区下田昭一15－27
寺田方　凪．糾5一班2－12程

（年会費）一口千円で、一口以上

郵便振込口座番号叩250－2横74921
（加入書名）日吉台地下壕保存の会

会計のお問い合せ：　自鶴　邦子　港北区下田町1・4－14　045緯563－3760

その他のお問い合せ‥喜田美登里　港北区下田町2襲ト33　045－562－0443

第6回横浜・川崎平和のための戦争展

日　時：1998年7　月　1　8　一一－　1　9　日　く土・　日）
場所：横浜駅西口　かながわ県民センター
展示　‥両日とも1　0．　0　0　一・一　1　8．　0　0

講演‥1　9　日のみ
11．00一一12．30

13・30一一14．00

14．00～15．15

15．30一一17．00

著者による発表
戦跡保存全国ネットワーク
沖縄大会参加者の報告
十菱　　駿武氏
戦争体験を残す
小島　　清文氏
慶応義塾と太平洋戦争について
～上原　良司のことなど～
白井　　厚氏

ビデオ上映‥日吉台地下壕・登戸研究所・蟹ヶ谷通信隊地下壕

なお、上原良司氏の姉妹の方が出席を予定しておられます。

目　次　　　　　　ページ
お知らせ　　　　　　　　　　　　　1

第6回横浜・川崎平和の
ための戦争展　　　　　　　　　2
第10回総会の紀　　　　　　　　3
1997年度活動報告　　　　　　　　4
1997年度会計報告　　　　　　　　5

1998年度予算　　　　　　　　　　5
1998年度活動方針　　　　　　　6
連合艦隊司令部跡日吉台地下壕
の保存をすすめる会会則　　　7
連載日吉台地下壕
当時の関係者の思い出話24　　8



（2）1998年6月24日　第46号

第

六

回

横

浜

・

川

崎

平

和

の

た

め

の

戦

争

展

運
営
委
員
　
　
　
亀
岡
　
敦
子

一
九
九
二
年
一
二
月
に
、
川
崎

市
平
和
館
で
最
初
の
r
平
和
の
た

め
の
戦
争
展
」
を
開
い
た
時
は
、

こ
こ
ま
で
回
を
重
ね
る
こ
と
に
な

ろ
う
と
は
、
想
像
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
川
崎
・
横
浜
と
会
場
を
交

互
に
移
し
た
事
と
、
寄
り
合
い
世

帯
の
実
行
委
員
会
で
運
営
に
あ
た

っ
た
事
、
無
理
を
し
な
い
と
決
め

た
事
、
何
よ
り
も
テ
ー
マ
を
「
私

の
街
か
ら
戦
争
が
見
え
る
」
と
い

う
点
に
絞
っ
た
事
な
ど
が
、
継
続

の
理
由
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
開
催
期
間
も
三
回
日
ま
で
は
、

展
示
場
を
借
り
た
日
数
全
部
を
使

っ
た
の
で
、
平
日
は
入
場
者
が
少

な
い
の
に
、
人
手
は
必
要
と
、
や

り
く
り
ば
か
り
が
大
変
で
し
た
。

四
回
目
と
五
回
目
は
土
・
日
・
休

日
だ
け
に
限
定
し
た
の
で
負
担
も

軽
く
、
楽
し
さ
だ
け
が
残
り
ま
し

た
。

展
示
内
容
は
、
基
本
を
「
日
吉

台
地
下
壕
J
　
「
登
戸
研
究
所
」

「
蟹
ヶ
谷
通
信
隊
地
下
壕
」
に
据

え
て
い
ま
す
が
、
工
夫
も
重
ね
て

き
ま
し
た
。
特
に
昨
年
の
特
攻
隊

員
上
原
良
司
さ
秘
の
遺
品
や
写
真

で
構
成
し
た
コ
ー
ナ
ー
は
、
参
加

者
の
心
に
強
く
訴
え
る
も
の
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
目
元
の
涼
し
い

若
者
の
写
真
と
、
深
い
知
性
と
豊

な
人
間
性
に
溢
れ
た
『
所
感
』
の

文
字
は
、
何
万
語
の
説
境
よ
り
も

明
白
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い

ま
す
。
私
達
は
『
上
原
良
司
』
と

い
う
慶
応
で
学
び
、
一
九
四
四
年

一
〇
月
の
神
宮
外
苑
の
学
徒
出
陣

雨
中
の
行
進
に
加
わ
り
、
四
五
年

五
月
、
特
攻
隊
員
と
し
て
知
覧
か

ら
出
撃
し
沖
縄
で
散
っ
た
若
者
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
事
に
よ
り
、

何
千
・
何
万
の
死
ん
で
い
っ
た
若

者
の
悲
し
さ
と
虚
し
さ
を
身
近
か

に
引
き
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
二
人
の
妹
さ
ん
や
由
縁
の

方
々
が
相
集
い
遺
書
の
朗
読
に
耳

を
傾
け
た
時
、
声
高
に
『
戦
争
反

対
！
』
を
叫
ぶ
よ
り
、
平
和
へ
の

祈
り
が
満
ち
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

し
た
。ま
た
、
い
つ
も
の
よ
う
に
若
者

に
よ
る
発
表
も
、
神
奈
川
大
学
・

山
梨
学
院
大
学
・
慶
応
大
学
の
各

々
の
学
生
が
、
自
分
の
視
点
か
ら

調
査
研
究
の
成
果
を
発
表
し
、
無

関
心
な
著
者
が
多
い
と
嘆
く
大
人

達
に
、
現
代
の
青
年
も
捨
て
た
も

の
じ
ゃ
な
い
と
思
わ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
次
の
世
代
へ
伝
え
る
事
の

責
任
を
痛
感
し
ま
し
た
。

東
京
芸
術
座
の
俳
優
さ
ん
を
中

心
と
し
た
朗
読
劇
や
憲
法
を
方
言

で
読
む
、
と
い
う
新
し
い
試
み
は

感
動
的
で
涙
を
浮
べ
る
方
も
多
か

っ
た
の
で
す
。

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
は
皆
様

の
お
寄
せ
く
だ
さ
る
賛
助
金
で
運

當
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
道
に
そ

の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

今
年
も
七
月
一
八
、
一
九
日
の

両
日
、
横
浜
駅
西
口
近
く
の
「
か

な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
通
り
日
吉
台
、

登
戸
、
蟹
ヶ
谷
な
ど
に
関
す
る
展

示
の
外
に
、
上
原
良
司
特
別
展
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

展
示
の
ほ
か
、
不
戦
兵
士
の
会

の
小
島
清
文
氏
や
慶
大
名
誉
教
授

白
井
厚
氏
の
講
演
が
あ
り
、
戦
跡

保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
「
ク
沖
縄
大

会
参
加
者
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

賛
助
金
の
お
願
い
と
、
ご
来
場

の
お
願
い
、
そ
し
て
、
も
し
お
手

伝
い
頂
け
れ
ば
、
と
こ
れ
も
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
当
日
だ
け
で

も
結
構
で
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち

い
た
し
ま
す
。

（
横
浜
市
港
北
区
下
田
五
－
二
〇

－
一
五
　
亀
岡
敦
子
）
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第

一

〇

回
総

会

の

記

去
る
四
月
二
五
日
第
一
〇
四
時

会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
を
お
知

ら
せ
す
る
会
報
四
五
号
に
規
約
改

正
案
を
掲
載
し
た
こ
と
、
地
下
壕

周
辺
の
現
状
写
真
と
文
を
載
せ
、

閉
会
後
に
座
談
会
を
予
定
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
遠
く
か
ら
出
席

さ
れ
た
方
も
あ
っ
た
。

総
会
で
は
一
九
九
七
年
度
活
動

報
告
・
会
計
報
告
・
同
監
査
報
告

が
承
認
さ
れ
、
規
約
改
正
の
承
認

が
な
さ
れ
た
あ
と
、
新
し
い
会
長
、

運
営
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。

一
九
九
八
年
度
活
動
方
針
・
予

算
案
も
承
認
さ
れ
、
無
事
総
会
が

終
了
し
た
と
こ
ろ
で
、
退
係
さ
れ

る
東
郷
副
会
長
、
鮫
島
会
長
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。
お
二
人
と
も
寺
田

事
務
局
長
の
功
績
を
讃
え
な
が
ら
、

仕
事
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

分
担
す
る
よ
う
に
と
の
お
藩
で
あ

っ
た
が
、
言
葉
の
強
さ
が
、
次
に

挨
拶
す
る
寺
田
新
会
長
を
怒
ら
せ

て
し
ま
っ
た
。
寺
田
新
会
長
は
そ

ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
ま
で
こ
の

会
を
継
続
し
て
い
き
た
く
は
な
い
。

解
散
し
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
よ
い

と
ま
で
発
言
さ
れ
て
、
あ
わ
や
と

思
わ
れ
た
が
、
取
り
な
し
の
発
言

や
、
事
情
説
明
な
ど
が
あ
り
、
本

年
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
の
見
直
し

を
し
て
い
こ
う
と
言
う
こ
と
で
落

着
い
た
。
出
席
さ
れ
た
方
は
突
然

の
成
行
き
に
驚
か
れ
た
こ
と
と
思

う
。こ
れ
ま
で
保
存
の
会
の
運
営
は

主
と
し
て
事
務
局
長
と
幹
事
が
や

っ
て
き
て
お
り
、
殆
ど
の
人
が
仕

事
の
合
間
に
や
る
た
め
に
、
ど
う

し
て
も
連
絡
も
れ
や
、
参
加
の
度

合
い
の
遠
い
、
理
解
度
の
遠
い
、

根
本
的
な
考
え
方
の
遠
い
な
ど
で
、

不
信
感
が
生
じ
や
す
く
、
お
互
い

に
批
判
的
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
た
。
良
い
見
方
を
す
れ
ば
、

忙
し
い
中
を
こ
こ
だ
け
は
き
ち
ん

と
や
っ
て
く
れ
る
、
悪
く
す
る
と

こ
れ
以
外
は
何
も
や
っ
て
く
れ
な

い
と
な
っ
て
し
ま
い
、
不
平
ば
か

り
が
つ
の
る
こ
と
に
な
っ
た
。

保
存
し
た
い
と
い
う
使
命
感
と

や
る
気
が
あ
る
か
ら
万
障
繰
り
合

せ
幹
事
会
等
に
出
席
し
た
り
、
会

の
仕
事
に
励
む
わ
け
で
、
そ
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
会
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
う
。

一
番
大
切
な
会
費
を
病
め
て
く

だ
さ
る
会
員
が
六
〇
〇
名
も
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、

県
や
市
や
慶
応
義
塾
と
こ
れ
ま
で

に
築
い
て
き
た
関
係
や
、
全
国
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
々
と
の
交
流

な
ど
も
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

十
年
目
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
、
は

か
ら
ず
も
保
存
の
会
の
問
題
点
を

浮
き
ぼ
り
に
し
た
。
改
め
ら
れ
る

こ
と
は
改
め
、
可
能
な
方
法
を
見

つ
け
だ
し
、
こ
れ
か
ら
も
保
存
の

会
を
継
続
し
て
い
く
努
力
が
大
切

だ
と
思
う
。
み
な
さ
ま
の
声
援
を

お
願
い
し
た
い
。
（
文
責
中
沢
）

1998年度日吉台地下壕

保存の会会長・副会長・

運営委員・会計監査

会　　長　寺田　貞治

副会長　大西　章

〝　　　鈴木　順二

運営委貞　新井　揆博

〝　　　壱岐　尚子

〝　　　岡上　そう

〝　　　亀岡　敦子

〝　　　喜田美登里

〝　　　酒井　啓

〝　　　佐相　康雄

〝　　　白鶴　邦子

〝　　　谷藤　基夫

〝　　　遠山　孝治

〝　　　都倉　武之

〝　　　中沢　正子

〝　　　林　ちづ

〝　　　茂呂　秀宏

（オブサーバー）　岩崎

会計監査　天野　秀子

〝　　　森山　高行
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1997年度活動報告

1997年度は、国内では沖縄県名護市に米軍へ′リポートを建設する計画を

めぐって激しい論争が繰り広げられ、住民投票が行なわれました。また、世界

では、アメリカのイラク制裁と稀して、戦争の瀬戸際まで行きました。いつま

でたっても戦争の種は尽きません。私たちの力は、まだ微々たるものですが、

その種を絡みとり、平和な社会をつくることを願って活動してきました。

1997年度の活動で特筆すべきことは、長野県松代町でr第一回戦争遺跡

保存全国シンポジウム題が開かれ、F戦争遺跡保存全国ネットワーク題が結成

され、戦争遺跡保存の運動が全国的に盛り上がってきたことです．横浜でも、

赤れんが倉庫に平和資料館を『ピ1スミュージアムよこはまP実行委員会が、

横浜の文化人の呼びかけで結成され、多くの文化人の賛同も得て1万人以上の

署名を短期間に集め、横浜市長にFピースミュージアム―建設の要望書を提出

しました。

私たち「日吉台地下壕保存の会」ほ、例年同様、6月に『横浜川崎平和のた

めの戦争展97』を川崎市と川崎市教育委員会の後援人補助金を得て開催すると

ともに、5月の　7日平和のための戦争展軸よこはま題や8月の　07平和のため

の戦争展かながわ題　にも参加し、日本ならびに世界の平和を腐って活動してま

いりました。これらの様子は、朝日新聞や神奈川新聞などマスコミでも報道さ

れました。　現在、「保存の会」　は、個人会員、団体会員を含め約600名で

運営しております。運営委員会4回、幹事会8回開催し、会報は4回発行しま

した。また　『太平洋戦争と慶應義塾』　を発行しました。地下壕見学会は30回

におよび、約750名の人々を案内しました。

こうした活動にもかかわらず行政の動きは鈍く、まだまだ私たちの運動は必

要です。日吉台地下壕に関して、神奈川新聞によると横浜市教育委員会の文化

財課は、①どのような活用、市民への還元ができるのか疑同がある、②価値を

裏打ちする資料が乏しい、③安全性に疑問がある―といった何題を指摘してい

ます。私たちは、これらの指摘に対して、更に詳しい調査）・研究をしながら、

反論し答えていかなければなりません。市教育委員会は、1月は年度に行なわれ

る文化庁の近現代遺産調査で、横浜市の候補の一つとして地下壕をリストアッ

プする予定だが、　仮に文化遺産に指定されるとしてしてイも2004年以降になる

見込みだといっています。私たちはさらに一層、地下壕の保存についての実績

づくりの活動を重ねる必要があります．　　　　　　　　　　　　　　　以上
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1997年度決算報告　　　　（単位は円）
1 9 9 7 年度予算 1 9 9 7 年度決算 備　 考 ・

収入の部

会　 費 2 7 5 0 0 0 4 8 4 0 0 0 3 2 8 名、5 団体

本、冊子、絵葉書等

カンパ 0 2 2 0

事業益 0 3 2 8 1 3 4

雑　 費 0 3 9 0 0 利息等

繰越金 5 9 0 8　5　5 5 9 0 8 5 5

合　 計 8 6 5 8 5　5 1 4 0 7 1 0 9

支出の部

会諸費 8 0 0 0 0 1 9 0 5 6 各種会合費

事務費 3 0 0 0 0 ′　2 1 0 0 7 事務用品費

印刷費 1 5 0 0 0 0 2 8 1 7 0 会報等

通信費 3 5 0 0 0 0 1 8 5 8 9 0 会報郵送代等

資料費 5 0 0 0 0 0 書籍等等

謝　 礼 5 0 0 0 0 2 1 9 8 6 講演 ・調査等

交通費 1 0 0 0 0 0 1 1 6 6 ＿1 0 交流会・雲同会・調査

予備費 5　5 8　5　5 4 2 0 0 0 0 本の発行代金

合　 計 8 6 5 8　5 5 8 1 2 7 1 9

差引残高 0 5 9 4 3 9 0

以上の通り報告します・　日吉台地下壕保存の会事務局長　寺田貞治　印

この報告により収支を監査したところ適正に処理されていることを溜めます．

1998年4月18日　　　　会計監査　森山高行　印

会計監査　　天野喬子　印

1　9　9　8　年度予算 （単位は円）

・ 収 入 の 部 支 出 の 部

会 議 費会 費　　 軍 8 0 0 0　 3 2 8 人 × 10 0 0 円 S O O O O　 各 種 会 合 費

5 団 体 × 20 0 0 円

カ ン パ　　　　　 0

事 業 益　　　　 0

燈 収 益　　　　 0

繰 越 金　 0 0 90

事 務 費 5 0 0 0 0　 事 務 用 晶 等

印 刷 費 1 0 0 0 0 0　 会 報 等

通 信 費 2 0 0 0 0 0　 会 報 郵 送 費 等

資 料 費 ‖ 調 e 「書 籍 等

謝　 礼 請 0 調　 講 演 、 調 査 等

交 通 費 2 0 0 0 0 0　 交 流 会 、 調 査 等

。襲ヱ 悟 責 2 3 2 3 請

合　 計　 9 3 ㌫日用 合　 計 9 3 2 3 9 0

【補足説明り収入の会費収入は、1997年度の会費納入書が約328名、団
体が5団体なので、

1000円×328名十2000円×5団体二338000円とした．
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1998年度活動方針

昨年度は、日吉台地下壕に関わる民間の土地が、遺産相続のためマンション

業者に売却されました。幸いにして地下壕を避けて売却していただきました．

今年になって、また別の土地がやはり遺産相続のため不動産業者に売却され、

開発されようとしています。このままだと、貴重な録とともに貴重な遺跡もな

くなっていく運命にあります。行政のほうも、史跡として保存したい意志を持

っていても、不景気が続き国も県や市も深刻な税収不足で、文化財関係に振り

向けられる財源も限られており難しい状況にあります。

私たちは、昨年度に引き続き、絶えず横浜市や神奈川県並びに文化庁、慶應

義塾及び地域住民に、日吉台地下壕の保存を訴えると共に、連絡を取り合い、

一刻も速く保存が決まるよう活動を推進していかなければなりません。また県

内、国内の文化財関係者や戦争遺跡に関わる市民団体とも連絡を取り合いなが

ら、力を合わせて保存運動を盛り上げていく必要があります．

そのため、私たちは下記の運動を進め′ます。

③慶応義塾、地域の人々と日吉台地下壕の保存についての話し合いを深め・史

跡として保存されるように横浜市や神奈川県、文化庁など関係当局に働きか

けていく。

②学習会・見学会・シンポジウム・平和のための戦争展などを開催し、日吉台

地下壕の保存の必要性をアピールし、世論を喚起する．

③『戦争遺跡保存ネットワーク』のような戦跡の保存をめざす全国の市民団体

と積極的に交流し、共に戦争遺跡の保存運動を盛り上げていく。

④日吉台地下壕に関する調査・研究ならびに資料・遺品の収集を進め、史跡と

しての意義や価値の評価を高めるように努力する．

以上のような活動を通して、日吉台地下壕の整備・保存並びに責料館建設の実

現にむけて努力していきます。会員の皆様のなお一層のご協力と・活動へのご

参加をお願い致します。

以上
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連合艦隊司令部跡日吉台地下壕の保存をすすめる会会則

第1条（名跡）　この会は「連合艦隊司令部跡日吉台地下壕の保存をすすめる会（略称：日吉

台地下壕保存の会）」という。

第2条（目的）　この会は次のことを目的とする。

1．日吉台地下壕を平和記念の史跡として保存するための運動をすすめる。

2．日吉台地下壕に関する調査、研究をすすめる。

3．日吉台地下壕を史跡として保存する意義を市民に広め、永く後世に語り

伝えられるようにする．

4．日吉台地下壕の保存と共に、戦争と平和の同委を考え、学習できる「平

和記念資料館（仮称）」を建設する運動をすすめる。

第3粂（会員）　この会は会の目即こ賛同し、会費を納入する個人ならびに国体により構成さ

れる。

第4条（事業）　この会は次の事業を行なう．

1．日吉台地下壕の保存に関する資料、パンフレットなどを作成し普及する。

2．日吉台地下壕の調査、研究をすすめる．

3．日吉台地下壕の見学案内、学習会、講演会、シンポジウムなどを行なう。

4．日吉台地下壕の保存および「平和記念資料館（仮称）」の建設について

関係諸横関に働きかける。

5．その他、会の目的達成のために必要な事業を行なう。

第5条（運営）　この会「は運営委員（10名前後）によって構成される運営委員会によって運営

される．運営委員は立候補し、総会において承認を得る．

第6条（組織）　運営委員会から会長及び副会長を選出し、総会に報告し承認を得る。

会長（1名）は、会を代表し、運営委員会を統括し、総会および運営委員会

を招集する．副会長（若干名）は、会長を補佐し、会長に事故あるときはそ

の職務を代行する。

第7粂（事務局）運営委員会には事務局をおく．事務局は書記と会計で構成される。その細則

は別に定める．

第8条（会計監査）この会に会計監査（2名）をきく．会計監査は会の会計を監査し、総会に

報告する．

第9条（総会）　総会は年に1回開き、活動報告および決算の承認、活動方針および予算の承

認、運営委員の選出、会長および副会長の承認、その他必要な事項について

決議する．必要に応じて臨時総会を開くことができる．

第10粂（会費）　この会の経費は会費とその他の収入によってまかなわれる．会費は年間で、

個人は1日1000円、高校生以下1ロ500円、団体は1口2000円で、

1日以上とする．

第11条（顧問）　この会には運営委員会の推薦によって願同をおくことができる。錮同は運営

委員会の詰問に応じて必要な助言を行なう。

第12粂（付則）　この会則は、1989年4月8日に成立し施行される．

この会則和し1990年4月7日に改正され施行される。

この会則は、1998年4月25日に改正され施行される．
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
2
4

終
戦
前
後
　
3

地
元
の
方
々
に
伺
い
ま
す
。

（
き
き
て
：
寺
田
貞
治
）

★
A
1
氏
・
宮
前

終
戦
の
時
、
海
軍
の
人
が
右
往

左
往
し
て
い
た
。
缶
詰
な
ど
隠
し

な
が
ら
持
ち
帰
っ
た
。
伊
東
三
郎

第
三
〇
一
〇
設
営
隊
長
は
戦
犯
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
た
。海
軍
が
引
上
げ
た
後
、
近
所
の

人
が
壕
の
中
に
入
っ
て
、
机
や
椅

子
な
ど
あ
る
も
の
み
な
、
そ
れ
ぞ

れ
家
に
運
ん
で
い
た
。

米
軍
の
進
駐
が
は
じ
ま
り
、
慶

応
や
岡
本
工
業
（
現
ユ
ニ
ー
）
、

航
空
研
究
所
（
現
矢
上
の
警
察
学

校
）
に
や
っ
て
来
た
。

日
吉
駅
周
辺
は
、
全
く
基
地
の

街
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
米
軍
相
手

の
パ
ン
パ
ン
が
大
勢
た
む
ろ
し
て

い
た
。
パ
ン
パ
ン
と
米
兵
が
肩
を

組
ん
で
歩
い
て
い
る
の
は
日
常
茶

飯
事
で
あ
っ
た
。
我
が
家
の
裏
山

に
も
パ
ン
パ
ン
が
い
た
。
娘
の
い

る
家
に
は
、
米
兵
が
必
ず
何
か
を

持
っ
て
よ
く
話
に
き
た
。
娘
二
人

が
パ
ン
パ
ン
に
な
り
、
親
は
米
軍

の
物
資
を
横
流
し
を
し
て
贅
沢
し

て
い
た
家
も
あ
っ
た
。
ま
た
米
兵

の
衣
類
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い

て
、
い
い
仲
に
な
り
米
国
に
行
っ

た
人
も
い
た
。
み
ん
な
食
べ
て
生

き
て
い
く
の
に
精
一
杯
の
時
代
で

あ
っ
た
。

★
K
1
氏
・
箕
輪

戦
後
、
海
軍
が
去
っ
た
後
、
地

下
壕
の
中
か
ら
便
箋
や
重
油
な
ど

を
持
出
し
た
人
々
が
い
た
。
重
油

を
持
出
し
た
人
が
警
寮
に
引
張
ら

れ
罰
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

正
直
者
が
馬
鹿
を
み
る
時
代
で
あ

っ
た
。
供
出
の
米
を
闇
に
流
し
て

儲
け
た
人
も
い
た
。

米
軍
が
慶
応
に
進
駐
し
て
き
た

時
、
地
下
壕
の
出
入
口
か
ら
少
し

入
っ
た
所
を
爆
破
し
た
。
日
本
兵

が
壕
か
ら
出
て
き
て
襲
う
か
も
知

れ
な
い
と
出
入
口
を
塞
ぐ
た
め
で

あ
っ
た
と
い
う
。

★
M
氏
・
日
吉
本
町

終
戦
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
来

る
時
、
不
逞
分
子
が
い
て
騒
ぎ
を

起
こ
す
と
ま
ず
い
の
で
、
大
隊
全

部
憲
兵
に
な
っ
て
、
護
衛
し
た
。

★
A
2
氏
・
宮
前

終
戦
は
勝
浦
で
迎
え
た
。
昭
和

二
〇
年
八
月
二
三
日
に
帰
っ
て
き

た
。
当
時
上
等
兵
曹
で
あ
っ
た
。

米
軍
が
慶
応
に
進
駐
し
た
が
、

時
々
、
米
軍
人
が
家
の
中
に
入
っ

て
き
て
怖
か
っ
た
。

★
I
氏
・
日
吉
本
町

私
は
食
品
や
炭
な
ど
の
配
給
品

を
取
扱
っ
て
い
た
が
、
米
軍
人
が

進
駐
軍
の
品
物
と
店
の
品
物
を
取

替
え
ろ
と
言
っ
て
来
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

米
兵
柏
手
の
売
春
婦
（
パ
ン
パ

ン
）
が
町
に
部
屋
を
借
り
て
商
売

を
し
て
い
た
。

ま
た
、
男
も
進
駐
軍
に
勤
め
て
、

油
や
食
糧
を
譲
り
受
け
、
闇
で
売

っ
て
儲
け
た
人
や
、
米
軍
の
ラ
ジ

オ
の
部
品
を
取
扱
っ
た
り
、
米
軍

相
手
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
を
開
い

た
り
し
て
ボ
ロ
儲
け
を
し
た
人
が

多
く
い
た
。

或
い
は
、
大
地
主
で
も
土
地
を

切
り
売
り
し
て
浪
費
し
、
没
落
し

て
い
っ
た
人
も
い
る
か
と
思
え
ば
、

土
地
を
上
手
に
動
か
し
て
儲
け
、

の
し
上
が
っ
て
来
た
土
建
屋
さ
ん

が
い
た
り
し
た
。

★
石
森
一
成
氏
・
三
木
組
関
係
者

我
が
家
の
隣
り
に
は
韓
国
人
の

飯
場
が
あ
り
、
一
五
〇
人
位
の
人

が
い
た
。
戦
後
こ
れ
ら
の
人
は
、

本
国
に
帰
っ
た
人
も
い
る
が
、
川

崎
の
木
月
・
加
瀬
や
横
浜
の
綱
島

に
残
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
か
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
四

九
、
五
〇
号
よ
り
抜
粋
転
載
）


